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＝新用語解説（2⑳≡ モ ド　ン

　モドンとは元々海洋学の分野に於いて静止流体中の定

常孤立渦としてStem（1975）に依って提出されたもの

ですが，現在では，これよりもかなり広く，以下に述べ

る様な孤立的定常（或は並進）波動の意味で使われる様

になりました．

　渦位保存式の定常解あるいは並進解を考えます．並進

解は並進する座標系に移れぽ定常解となりますから定常

解だけを考える事にします．今，流線関数Ψの等値線が

渦位qの等値線と一致していないと仮定します．Ψの等

値線は流線ですから，この時，Qが値の違う所に運ばれ

てqの分布が変化してしまい，定常状態では有り得ない

事になります．従って，定常状態に於いては，Ψの等値

線とqの等値線は一致している事になります．その結

果，qはΨの関数となります．即ち

　　　　qニF（Ψ）．

　q＝F（Ψ）の関数形が全領域で同一であれば此の定

常解は全領域に広がった波動解となります．今，領域中

に一つの閉曲線Cを考え此の閉曲線Cの内部を内領域，

外部を外領域と呼ぶ事にします．此の閉曲線Cを一つの

流線とし，内領域と外領域でQ芦F（Ψ）が異なる関数

形を採る解を考えます．これらの関数形をうまく指定す

れば，内領域にのみ顕著に波動が存在する解を得る事が

できます．モドンとは，この様にして得られる，孤立的

波動解の名称です．

閉曲線Cは一つの流線ですから，閉曲線Cに沿ってΨ

は一定値を採ります．q＝F（Ψ）はΨの二階偏微分方

程式となりますが，此の方程式の解Ψは

　　　　閉曲線Cに沿って　　　Ψ＝一定値

と言う境界条件を満たさねばなりません．即ち，閉曲線

Cの形とq＝F（Ψ）の関数形は上の境界条件を満足す

るものに限られます．言い換えると，内領域の形とq＝

F（Ψ）の関数形は独立ではなく一方を与えると他方も

或程度決まります．

内領域が円形の場合にはq＝F（Ψ）は線形関数，即

ち

　　　　QしニF（ψ）＝一aψ十b

となりますが，此の場合には数学的に厳密に解く事がで

きます．例えば，一番簡単な回転の無い2次元平面の場合

しノ

σ
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りσ

　　　　q＝∠Ψ，　∠＝∂2／∂X2十∂2／∂y2

ですが，此式を上のq＝F（Ψ）の式に代入すると

　　　　∠Ψ十aΨ＝・b

となります．此式のaの値が大きい程，Ψのグラフの凹

凸の度合は大きくなりますから，内領域に於けるaの値

を外領域に於けるaの値よりも大きくすれば，内領域に

顕著に波動の存在する解が得られると期待されます．上

に述ぺた境界条件の下に解くと解の一つは第1図に示す

様な南北反対称の孤立双極渦となります．

　円形境界を持つモドソのいくつかは其の安定性が解析

的に証明されており，証明されていないものに就いても

安定に存在する事が多くの数値実験に依って示されてい

ます．此の安定性の故にモドソは気象や海洋などの地球

流体現象や或は電磁流体現象などに於ける孤立的渦のモ

デルの一つと考えられています．第1図は曲型的な大気

ブロッキソグの高層天気図に大変良くにています．上に

述べた安定性に加えて此の形態的類似の故に大気ブロッ

キソグをモドンを足がかりにして捉えようとする研究

が，反対論も含めて，いくつか為されています．

　少し中途半端な感じがしますが，紙面に制限が在りま

すので，この辺で終わりにして以下に参考文献を紙面の

許す範囲で挙げておきます．　（気象研究所，金久博忠）
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第10回　日本自然災害学会学術講演会の開催について

1．主催：日本自然災害学会

2．期日：1991年10月3日（木）～10月4日（金）

3．場所：長野パスターミナル会館4階

　　　　　長野市中御所岡田178－2

　　　　　TEL；0262－28－1155

　　　　　　JR長野駅より徒歩7分

　　　　　　自然災害科学総合シソポジウム（10／2）と

　　　　　　同会場

4．参加費：2，000円（講演要旨集代を含む）

5・懇親会：自然災害科学総合シンポジウムと共催

　　　　　日時：10月2日（水）　18：00～20：00

　　　　　場所：ホテル信濃路

　　　　　会費：5，000円

6．見学会：A）地附山地すべり地と善光寺，B）松代

　　　　　地震観測所と川中島古戦場

7．懇親会・見学会参加申込：参加の方は実行委員まで

　　　　　お申出下さい

　　　　　　（下記申込先を参照して下さい）．

8．申込先：〒380長野市若里500

　　信州大学工学部社会開発工学科内

　　第10回日本自然災害学会学術講演会実行委員会

　　　TEL：0262－26－4101

　　　　　　（内線2913　川上），（内線2910　富所）

　　　　　又は（内線2921豊田）

　　　FAX：0262－28－4295
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